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は
じ
め
に

　
池
田
綱
政
（1638-1714

）
は
、
十
六
歳
の
承１

６
５
３応

二
年
十
二
月
に
元
服

し
従
四
位
下
・
侍
従
・
伊
予
守
と
な
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
堂
上
歌
人
で

あ
る
飛
鳥
井
雅ま

さ

章あ
き
ら（1611-1679

）
の
歌
鞠
門
弟
と
な
っ
て
い
る
。

　「
蹴
鞠
免
状
之
次
第
」（
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫R5-95-5
）
に
よ
る
と

承
応
二
年
三
月
五
日
～
寛
文
七
年
八
月
廿
三
日
に
か
け
て
蹴
鞠
免
状
を
取

得
し
て
お
り
、
和
歌
の
方
も
寛１

６
７
０文

十
年
成
立
の
「
池
田
綱
政
七
十
七
首
」

（
林
原
美
術
館 

書
跡284-19-2 

外
題
「
雅
章
卿
合
點
庚
戌
季
春
孟
秋
両
度

七
拾
七
首
」）
の
跋
文
に
「
二
十
と
せ
あ
ま
り
合
点
を
給
り
し
歌う

た

数か
ず

あ
ま

た
侍
れ
ど
も
」
と
記
し
て
お
り
、
池
田
綱
政
は
飛
鳥
井
雅
章
か
ら
蹴
鞠
と

同
時
進
行
で
和
歌
の
指
導
も
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
飛
鳥
井
雅
章
の
和
歌
指
導
や
池
田
綱
政
の
和
歌
修

練
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
林
原
美
術
館
が
所
蔵
す
る
岡
山
藩
池
田

家
旧
蔵
・
池
田
綱
政
自
筆
詠
草
類
の
中
か
ら
池
田
綱
政
唯
一
の
百
首
歌
を

中
心
と
し
て
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
と
思
う
。

一
、｢

池
田
綱
政
病
中
吟
詠
百
首｣

の
成
り
立
ち

　
池
田
綱
政
百
首
（
書
跡284-19-1

袋
綴
一
冊 18.0

×15.9cm

）
に
つ

い
て
は
、
以
前
に
拙
稿
「
近
世
大
名
に
よ
る
和
歌
の
学
び
と
交
流
―
―
岡

山
藩･

池
田
綱
政
と
広
島
藩･

浅
野
綱
晟
―
―
」（
関
西
大
学
国
文
学
会『
国

文
学
』
一
〇
三
号
・
二
〇
一
九
年
三
月
一
日
）
に
お
い
て
、
池
田
綱
政
が

同
門
の
浅
野
綱つ

な

晟あ
き
らの

求
め
に
応
じ
て
披
露
す
る
た
め
作
成
し
た
百
首
歌
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
述
べ
た
。多
少
重
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

当
該
百
首
の
成
立
背
景
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

備
前
岡
山
藩
池
田
綱
政
の
和
歌
修
練 

①

―
飛
鳥
井
雅
章
添
削
の
百
首
歌
を
中
心
に
―

福
　
留
　
瑞
　
美
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ま
ず
、
百
首
の
跋
文
（

漢
字
を
当
て
て
振
り
仮
名
を

ふ
り
、
濁
点
を
加
え
て
い
る
。）
に
、

　
　
　 

百
首
之
内

合
点
七
拾
三
首
　
内
褒
美
二
十
四
首
　
外
可
勝
可
聞
十
三
首

　
　
　�

此
百も

も

首く
さ

は
、
庚

か
の
へ

戌
の
夏
卯
月
の
初は

じ

め
つ
方か

た

よ
り
い
た
わ
る
こ
と
侍

し
心こ

ゝ
ち地

の
年と

し

、
う
ち
臥ふ

し
が
ち
に
の
み
暮く

ら
し
侍
る
に
、
こ
の
度た

び

は
例
に
か
は
り
て
身み

じ
ろ
き
も
心
に
任ま

か

せ
ず
、
身
柄が

ら

か
く
て
は
え

堪た

う
ま
じ
き
程
に
悩な

や

み
侍
け
る
。
さ
れ
ど
も
些い

さ
ゝか
弛ゆ

る

び
ぬ
る
暇ひ

ま

暇ひ
ま

、
あ
ぢ
き
な
き
心
の
筋す

ぢ

を
里さ

と

び
た
る
言こ

と

の
葉
に
述の

べ
、
は
か
な

き
筆
の
す
さ
み
に
書か

き
連つ

ら

ね
し
内う

ち

を
十と

を

づ
つ
十と

を

の
数か

ず

に
撰え

り
出い

で

て
、
散
位
ま
さ
あ
き
ら
卿
の
も
と
へ
贈
送
せ
し
も
の
也
。

　
　
　
　
永な

が

ら
へ
ば
又
や
忍し

の

ば
む
百も

も

草く
さ

の
花
の
昔む

か
しを

思お
も

ひ
出い

で
て
も

と
あ
る
。
寛
文
十
年
四
月
初
め
よ
り
病
臥
し
が
ち
で
病
状
が
安
定
し
て
暇

な
と
き
に
詠
ん
だ
和
歌
か
ら
百
首
を
撰
出
し
て
、
飛
鳥
井
雅
章
に
贈
っ

た
も
の
で
、
雅
章
の
添
削
結
果
と
し
て
、
百
首
中
合
点
七
十
三
首
、
う

ち
褒
美
（
褒
め
ら
れ
た
詠
歌
）
二
十
四
首
、
そ
の
外
に
「
可
勝
」「
可
聞
」

十
三
首
で
あ
っ
た
と
い
う
。
外
題
「
雅
章
卿
辛
亥
合
点
庚
戌
寛
文
十
年
中

百
首
病
中
歌
吟
」
や
内
題
「
百
首 

病
中
吟
詠
之
」
に
よ
る
と
、
飛
鳥
井

雅
章
の
合
点
（
添
削
）
は
寛
文
十
一
年
（
辛
亥
）
の
も
の
で
、
綱
政
の
詠

歌
は
寛
文
十
年
（
庚
戌
）
中
の
病
中
に
吟
詠
し
た
も
の
と
あ
る
。

　
ま
た
、
池
田
綱
政
自
筆
自
撰
家
集
で
寛
文
十
～
十
一
年
の
詠
歌
を
所
収

す
る
『
愚
詠
下
書 

甲
』（
書
跡284-21-1

、
四
章
参
照
）
の
184
番
目
に
、

　
　
　
　
　
百
首
歌
を
人
の
請こ

ひ
し
に
遣
は
し
け
れ
ば
、

　
　
　
　
　
返
し
に
書
き
添
へ
て
来こ

し
侍
り
け
る

　
　
　
色
も
香か

も
又
類た

ぐ

ひ
な
き
百も

も

草
の
花
は
い
か
な
る
種
や
蒔ま

き
け
ん

と
い
う
和
歌
が
あ
り
、
寛
文
十
一
年
の
「
八
月
十
五
夜
」
～
「
八
月
の
末

つ
方
」
の
間
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
浅
野
綱
晟
か
ら
書
簡
で
何
度
も
詠
歌
を
請
い
求
め
ら
れ

た
池
田
綱
政
は
、
そ
れ
に
応
じ
て
跋
文
を
書
き
添
え
完
成
し
た
病
中
吟
詠

百
首
を
岡
山
か
ら
広
島
在
中
の
浅
野
綱
晟
に
届
け
た
と
こ
ろ
、
跋
文
に
書

き
添
え
て
い
た
「
永
ら
へ
ば
」
の
和
歌
（
百
首
101
）
に
対
す
る
返
歌
と
し

て
「
色
も
香
も
」
の
和
歌
（『
愚
詠
下
書 

甲
』
184
）
が
寛
文
十
一
年
八
月

半
ば
に
浅
野
綱
晟
か
ら
贈
ら
れ
て
き
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
岡
山
藩
池
田
家
旧
蔵
の
綱
政
自
筆
病
中
吟
詠
百
首
（
書
跡

284-19-1

）
は
、
歌
題
・
和
歌
・
添
削
い
ず
れ
も
同
筆
で
あ
り
、
各
添
削

の
文
頭
に
朱
合
点
が
付
さ
れ
、
朱
の
補
入
記
号
で
和
歌
を
書
き
加
え
た
箇

所
も
三
箇
所
あ
る
の
で
、
池
田
綱
政
が
手
控
本
（
草
稿
本
）
と
し
て
残
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
浅
野
綱
晟
へ
届
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
百
首
歌
そ
の
も
の
は
確
認
で
き
な

い
が
、
お
そ
ら
く
添
削
原
本
で
は
な
く
手
控
本
（
草
稿
本
）
を
清
書
し
た

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
言
う
の
も
、
林
原
美
術
館
の
岡
山

藩
池
田
家
旧
蔵
資
料
に
は
、
病
中
吟
詠
百
首
と
は
別
の
、
一
次
資
料
に
相
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当
す
る
「
池
田
綱
政
詠
草
一
三
四
首
」
と
そ
れ
に
対
応
す
る
「
飛
鳥
井
雅

章
自
筆
添
削
折
紙
」
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
池
田
綱
政
病
中
吟
詠
百
首
は
、
人
に
披
露
す
る
た
め
新
た
に

創
出
さ
れ
た
二
次
的
作
品
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
真
の
添
削
対
象
で
あ
っ
た｢

池
田
綱
政
詠
草
一
三
四
首｣

　
池
田
綱
政
詠
草
一
三
四
首
（
書
跡545-10-3

継
紙
一
巻
）
の
翻
刻
を
末

尾
の
〈
表
5
〉
に
示
し
た
。
以
下
の
和
歌
に
付
し
た
半
角
数
字
は
、
各
資

料
に
お
け
る
通
し
番
号
で
、〈
表
5
〉
内
の
数
字
に
対
応
す
る
。

　
冒
頭
は
「
愚
詠
　
綱
政
上
」
と
あ
り
、
飛
鳥
井
雅
章
へ
の
提
出
（
添
削

依
頼
）
の
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。
朱
書
の
合
点
・
添
削
は
、
墨
書
の
歌
題
・

詠
歌
と
同
筆
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
飛
鳥
井
雅
章
に
提
出
し
た
詠
草
一
三
四
首
（
書
跡545-

10-3

）
は
、「
飛
鳥
井
雅
章
自
筆
添
削
折
紙
」（
書
跡275-1

）
と
同
時
に
返

却
さ
れ
、
綱
政
自
ら
合
点
・
添
削
を
朱
で
加
筆
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
、
添
削
は
正
確
に
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
漢
字
と
平
仮
名
の
表
記

の
変
更
、
記
入
位
置
の
移
動
に
よ
る
指
示
語
の
変
更
、
長
文
の
省
略
（
表

1
）、
転
記
漏
れ
（
表
2
）
な
ど
が
あ
る
。

　
詠
草
一
三
四
首
は
、
歌
題
や
詠
歌
の
行
間
（
余
白
）
に
添
削
を
朱
筆
で

書
き
入
れ
る
た
め
、〈
表
1
〉
の
　
　
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

病
中
吟
詠
百
首
は
二
次
的
作
品
の
た
め
行
間
を
気
に
す
る
必
要
が
な
く
、

〈
表
1
〉
①
②
は
省
略
さ
れ
ず
、
③
は
和
歌
自
体
が
撰
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　
た
だ
、
③
に
関
し
て
は
詠
草
一
三
四
首
119
で
「
相
伝
事
有
」
と
し
て
省

略
さ
れ
て
い
る
の
で
、
霧
と
霞
の
詠
み
分
け
と
い
う
「
相
伝
」
を
秘
す
た

め
に
詠
草
一
三
四
首
で
は
省
略
し
、
人
に
披
露
す
る
た
め
の
病
中
吟
詠
百

首
で
は
和
歌
を
不
採
用
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
末
尾
に
は
「
合
点
七
十
三
首
、
内
褒
美
二
十
四
首
。
可
聞
十
五

〈
表
1
〉
詠
草
一
三
四
首
省
略
部
分
に
対
す
る
添
削
折
紙
本
文
（
　
　
部
分
）

①�

さ
は
る
へ
き
―
― 

（
添
削
38
＝
一
三
四
首
052

｢

委
細
に
有
言
長
故
略｣

と
略
す
）

　
　�

此
御
詠
可
勝
候
は
ん
歟
。
た
ゝ
し
源
氏
槿
巻
ニ
「
す
さ
ま
し
き
た
め
し
に

い
ひ
を
き
け
ん
人
の
心
あ
さ
ゝ
よ
と
て
、
み
す
ま
き
あ
け
さ
せ
給
」
と
候
。

　
　�

清
少
納
言
か
「
す
さ
ま
し
き
も
の
、
し
は
す
の
月
夜
」
と
書
候
を
う
ち

て
書
候
へ
は
、
紫
式
部
か
心
に
は
叶
ま
し
く
候
は
ん
歟
。
但
あ
ま
り
い

り
ほ
か
な
る
申
分
に
候
歟
。

②
ま
き
つ
め
し
―
― 

（
添
削
59
＝
一
三
四
首
080
）

　
　�

お
も
し
ろ
く
存
候
。
乍
去
光
広
卿
歳
暮
の
歌
に
「
残
る
暦
の
あ
と
の
す
く
な

き
」と
よ
ま
れ
候
。
め
つ
ら
し
き
や
う
に
風
聞
候
同
意
に
も
可
成
候
は
ん
歟
。

③
た
と
ら
す
や
―
― 

（
添
削
93
＝
一
三
四
首
119

｢

相
伝
事
有｣

と
略
す
）

　
　
聞
え
候
歟
。
乍
去
霞
は
八
重
霞
に
て
も
た
と
る
程
の
事
ニ
而
無
之
候
。

　
　
霧
は
少
之
間
も
隔
は
ま
と
ふ
事
に
候
。
霞
と
霧
と
の
差
別
是
に
て
候
。
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首
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
病
中
吟
詠
百
首
の
跋
文
で
は
「
可
聞
」
の
部
分

が
「
外
可
勝
可
聞
十
三
首
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
添
削
折
紙
で
は
そ
の
記

述
は
な
い
。し
た
が
っ
て
綱
政
自
身
に
よ
る
合
計
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
詠
草
一
三
四
首
の
評
価
と
し
て
、
綱
政
は
何
を
「
褒
美
」

と
し
、
何
を
「
可
聞
」
と
み
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　「
褒
美
」
に
つ
い
て
は
、
合
点
の
付
け
ら
れ
た
七
十
三
首
の
内
で
評
価

さ
れ
た
和
歌
二
十
四
首
で
あ
る
の
で
、「
よ
ろ
し
」
七
首
（
047･

048･

064･

103･

104･

105･

106
）、「
可
然
」
五
首
（
054･
056･

058･

059･

061
）、「
め
づ
ら
し
」

四
首
（
045･

046･

067･

068
）、「
お
も
し
ろ
し
」
三
首
（
089･

090･

096
）、「
尤
」

三
首
（
091･

095･

098
）、「
み
た
て
あ
た
ら
し
」
一
首
（
049
）、「
源
氏
物
語

の
心
に
可
通
」
一
首
（
092
）
と
評
さ
れ
た
詠
歌
と
思
わ
れ
る
。

　「
可
聞
十
五
首
」
に
つ
い
て
は
、「
聞
え
候
」
な
ど
と
評
さ
れ
た
詠
歌
は

八
首
（
022･

081･

099･

100･

101･

110･

111･

114
）
し
か
な
い
の
で
、「
可
勝
」

七
首
（
041･

044･

052･

070･

075･

085･

126
）
も
含
む
合
計
と
な
っ
て
い
る
。

三
、
詠
草
一
三
四
首
に
対
応
す
る｢

飛
鳥
井
雅
章
自
筆
添
削
折
紙｣

　
飛
鳥
井
雅
章
自
筆
添
削
折
紙
（
書
跡275-1

、33.1

×48.5cm

、
帯
紙

「
故
御
廟
宝
庫 

飛
鳥
井
雅
章
卿
御
筆 

歌 

九
枚
」）
は
、
池
田
綱
政
詠
草

一
三
四
首
（
書
跡545-10-3

）
の
う
ち
九
十
九
首
に
つ
い
て
合
点
や
添
削

を
折
紙
四
枚
に
別
記
し
た
も
の
で
あ
る
。〈
表
5
〉
に
詠
草
一
三
四
首
に

対
す
る
添
削
折
紙
の
通
し
番
号
を
示
し
た
。

　
そ
の
表
記
内
容
は
、歌
題
と
初
句
の
下
に
省
略
記
号（
―
―
）を
記
し
て
、

①
合
点
、
②
和
歌
の
訂
正
本
文
、
③
和
歌
の
評
定
（
よ
ろ
し
・
珍
し
・
面

白
し
・
可
然
・
可
勝
な
ど
）、④
和
歌
の
心
・
詞
に
関
す
る
指
摘
（
心
に
可
通
・

詮
無
し
・
用
捨
・
制
詞
な
ど
）、
⑤
和
歌
の
前
後
を
入
れ
替
え
て
記
す
歌

序
の
訂
正
、
⑥
綱
政
の
述
懐
や
病
気
に
対
す
る
慰
め
・
励
ま
し
・
案
じ
る

言
葉
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
和
歌
の
訂
正
方
法
と
し
て
添
削
折
紙
96
（
浦
春
月
）
で
は
、

　
　
　
＼
須
磨
の
浦
の
歟

―
―
―

　
　
　
　
―
―
―
月
に
わ
り
な
き
歟

と
あ
り
、
訂
正
本
文
に
は
右
下
に
小
さ
く
「
歟
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
部
分
に
対
す
る
詠
草
一
三
四
首
124
は
、
合
点
と
結
句
の
訂
正
本
文
が

朱
筆
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
初
句
「
須
磨
の
浦
の
歟
」
の
訂
正
は

見
落
と
さ
れ
、
病
中
吟
詠
百
首
で
も
訂
正
本
文
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
詠
草
一
三
四
首
へ
の
転
記
漏
れ
は
五
箇
所
あ
り
、
残
り
を

次
の
〈
表
2
〉
に
示
し
た
。
対
し
て
病
中
吟
詠
百
首
で
は
、〈
表
2
〉
①

②
は
訂
正
が
反
映
さ
れ
ず
、
③
④
は
和
歌
自
体
が
撰
出
さ
れ
て
い
な
い
。
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〈
表
2
〉
詠
草
一
三
四
首
の
転
記
漏
れ
部
分
に
対
す
る
添
削
折
紙
本
文
（　
　
部
分
）

①
＼
ま
れ
に
た
に
問
人
も
な
き
草
の
庵
は
歟 �

（
添
削
17
＝
一
三
四
首
023
）

②
＼
ま
せ
の
中
に
歟
―
―�

（
添
削
23
＝
一
三
四
首
031
）

③
降
そ
め
て
―
―
　�

 

（
添
削
51
＝
一
三
四
首
069
）

　
　
　
　
雪
中
の
中
の
字
不
慥
候 

中
は

　
　
　
　
程
を
へ
た
る
心
に
候 

一
か
二
か
な
と
の
心
に
候
歟

④
た
の
む
へ
き
―
― �

（
添
削
66
＝
一
三
四
首
088
）

　
　
　
　
な
を
か
ら
ぬ
は
直
に
な
き
世
と
聞
え
候
如
何

四
、「
す
さ
み
に
書
き
連
ね
」
た
家
集
の
存
在

　
病
中
吟
詠
百
首
の
跋
文
に
は
、
病
中
に
「
は
か
な
き
筆
の
す
さ
み
に
書

き
連
ね
し
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
池
田
綱
政
自
筆
自

撰
家
集
が
二
種
類
存
在
す
る
。〈
表
5
〉
に
は
、
詠
草
一
三
四
首
に
対
応

す
る
家
集
ａ
ｂ
の
通
し
番
号
を
示
し
た
。

　
　
家
集
ａ
『
愚
詠
下
書 

甲
〈
寛
文
十
年
庚
戌
、同
十
一
年
辛
亥
〉』（
書

跡284-21-1 

袋
綴
一
冊 

全
二
三
六
首
）、
う
ち
001
～
084
の
間
か
ら

四
二
首
（
合
点
あ
り
二
首
）
が
取
ら
れ
る
。

　
　
家
集
ｂ
『
愚
詠
独
吟
〈
寛
文
十庚

戌

年
六
月
廿
三
日
〉』（
書
跡295-4-2 

綴
葉
装
一
冊 

全
三
三
一
首
）、う
ち
121
～
331
の
間
か
ら
七
三
首（
黒

点･

丸
点･

星
印
等
あ
り
六
一
首
）
が
取
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
の
家
集
も
、
見
せ
消
ち
訂
正
・
重
ね
書
き
訂
正
・
貼
紙
訂
正
、

書
き
入
れ
、
和
歌
の
頭
に
付
し
た
付
箋
・
丸
点
・
黒
点
・
朱
点
・
合
点
な

ど
、
和
歌
の
推
敲
や
撰
出
の
あ
と
が
各
所
で
見
ら
れ
、
ふ
だ
ん
の
歌
稿
を

書
き
た
め
る
た
め
に
用
意
さ
れ
て
い
た
家
集
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
ず
、家
集
ａ
『
愚
詠
下
書 

甲
』
001
～
084
の
詠
ま
れ
た
時
期
に
つ
い
て
、

日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
詞
書
を
挙
げ
る
と
、
001
「
年
内
立
春 

十
一
月
十
八
日

」、

017
「
年
内
立
春 

極
月
廿
一
日

」、058
「
廿
七
日
節
分
に
」、065
「
歳
暮
述
懐 

三
十
三
ノ
冬

」

（
綱
政
の
年
齢
）、068
「
寛
文
十
一
年
辛
亥
正
月
元
日
、試
筆
詠
三
首
和
歌
」、

077
「
む
月
の
中
は
…
」、
097
「
い
に
し
と
し
の
む
月
の
す
ゑ
の
五
日
に
み

ま
か
り
し
も
の
ゝ
一
回
忌
に
」
と
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
詠
草
一
三
四
首
に
は
寛
文
十
年
十
一
月
十
八
日
～
十
一
年
一

月
ま
で
の
四
十
二
首
を
撰
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
病
中
吟
詠
百
首
の

外
題
に
「
寛
文
十
年
中
」
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
本
当
は
寛
文
十
一
年
一

月
ま
で
の
詠
歌
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
寛
文
十
一
年
辛
亥
正
月
元
日
、
試
筆
詠
三
首
和
歌

　
　
ａ
068 

あ
ら
玉
の
と
し
よ
り
さ
き
に
春
か
す
み

 
　 
　
　
　
た
ち
な
る
ゝ
色
も
け
さ
そ
の
と
け
き 

（
→
一
三
四
首
004
）

　
　
ａ
069 
春
霞
わ
き
て
た
な
ひ
く
色
そ
な
き

 

　 

　
　
　
昨
日
の
こ
ろ
も
け
ふ
の
こ
と
し
も
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ａ
070 

ふ
る
と
し
に
春
は
き
ぬ
れ
と
月
も
日
も

 

　 

　
　
　
け
ふ
を
は
し
め
の
空
そ
の
と
け
き 

（
→
一
三
四
首
005
）

と
あ
り
、
こ
の
三
首
中
二
首
が
取
ら
れ
て
い
る
詠
草
一
三
四
首
で
は
詞
書

を
「
年
内
に
春
立
け
る
む
月
の
つ
い
た
ち
に
」
と
一
般
化
し
、
ａ
070
の
初

句
「
ふ
る
と
し
に
」
を
「
年
の
内
に
」
と
変
更
し
て
い
る
。

　
同
じ
よ
う
に
、『
愚
詠
下
書 
甲
』
054
で
も
詞
書
「
お
な
し
夜
、
月
の
う

つ
る
を
み
て
」
と
あ
っ
て
、実
景
を
見
て
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、

詠
草
一
三
四
首
065
で
は
「
月
前
雪
」
と
一
般
化
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
詠
草
一
三
四
首
に
和
歌
表
現
を
変
更
し
て
取
ら
れ
て
い
る
『
愚

詠
下
書 

甲
』
の
主
な
和
歌
を
〈
表
3
〉
に
示
し
た
。

〈
表
3
〉『
愚
詠
下
書 

甲
』
の
変
更
本
文
（
　
　
が
異
な
る
箇
所
、　
　
は
見
せ
消
ち
）

　
　
　
　
初
雪
　
　
　（
家
集
ａ
028
→
一
三
四
首
062｢

け
さ｣

）

①�

か
れ
て
た
に
も
と
あ
ら
の
小
は
き
又
秋
の
お
も
か
け
み
す
る
夜け
さは
の
は
つ
ゆ
き

　
　
　
　
雪
中
懐
旧
　（
家
集
ａ
046
→
一
三
四
首
074「
雪
も
～
忍
ふ
な
み
た
」）

②�

雪
のも

夜
に
ふ
り
に
し
こ
と
を
か
き
つ
め
て
し
の
ふ
た
も
と
も
け
さ
そ
こ
ほ
れ
る

　
　
　
　
歳
暮
　
　
　（
家
集
ａ
039
→
一
三
四
首
079｢

い
そ
く
ら
ん｣

）

③�

い
に
し
は
る
の
又
た
ち
か
へ
る
と
は
か
り
に
こ
と
あ
ら
た
め
て
な
に
むい
そ
く
か
ふ
ら
ん

　
　
　
　
除
夜
　
　
　（
家
集
ａ
050
→
一
三
四
首
084｢

し
け
き｣

）

④
こ
よ
ひ
ま
て
い
と
な
み
い
そ
く
世
中
の
明
ほ
の
よ
り
や
し
つ
け
か
る
ら
ん

　
　
　
　
述
懐
　
　
　（
家
集
ａ
008
→
一
三
四
首
099｢

は
て
な
ん｣

）

⑤�

山
か
つ
の
身
に
は
あ
ら
ね
と
い
つ
ま
て
か
し
ゐ
を
ひ
ろ
ひ
て
朽
や
は
つて

　な

　ん

へ
き

　
次
に
、
家
集
ｂ
『
愚
詠
独
吟
』
121
～
331
の
詠
ま
れ
た
時
期
に
つ
い
て
、

時
期
が
記
さ
れ
た
詞
書
を
挙
げ
る
と
、
055
「
寛
文
十
年
七
月
十
九
日
…
」、

115
「
…
こ
の
秋
は
…
」、
147
「
神
な
月
は
し
め
…
」、
271
「
や
す
き
と
も
な

く
わ
つ
ら
ひ
て
う
ち
ふ
し
か
ち
な
る
比
、
心
に
お
も
ふ
こ
と
つ
ふ
や
き
け

る
」
と
あ
り
、
寛
文
十
年
秋
冬
の
詠
歌
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　
例
え
ば
、『
愚
詠
独
吟
』
267
で
は
「
題
知
ら
ず
」
と
し
て
詠
ま
れ
た
和

歌
の
頭
に「
冬
夕
」が
補
入
さ
れ
、詠
草
一
三
四
首
050
の
歌
題
に
一
致
す
る
。

こ
の
よ
う
に
詠
草
一
三
四
首
に
一
致
す
る
歌
題
の
補
入
は
、
他
に
も
三
箇

所
（
家
集
ｂ
127

｢

残
菊｣

･

269

｢

述
懐｣

･

331

｢

述
懐｣

）
確
認
で
き
る
。

　
ま
た
、
詠
草
一
三
四
首
に
和
歌
表
現
を
変
更
し
て
取
ら
れ
て
い
る
『
愚

詠
独
吟
』
の
主
な
和
歌
を
〈
表
4
〉
に
示
し
た
。

　
以
上
、
こ
れ
ら
二
冊
の
家
集
ａ
ｂ
の
様
子
か
ら
、
池
田
綱
政
は
詠
草

一
三
四
首
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
歌
序
・
歌
題
・
和
歌
表
現
な
ど
推
敲

し
て
い
た
あ
と
や
、
付
箋
や
丸
点
・
黒
点
・
星
印
な
ど
を
つ
け
て
和
歌
選

考
に
試
行
錯
誤
し
て
い
た
姿
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。



57

五
、｢

池
田
綱
政
病
中
吟
歌
百
首｣

に
お
け
る
作
意

　

こ
こ
で
、
池
田
綱
政
が
詠
草
一
三
四
首
か
ら
百
首
歌
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
ど
の
よ
う
な
作
意
が
あ
っ
た
の
か
、
見
て
お
こ
う
と
思
う
。

　
　
　
1
、
撰
歌
基
準

　

飛
鳥
井
雅
章
の
添
削
折
紙
で
は
九
十
九
首
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る

が
、
病
中
吟
詠
百
首
で
は
そ
の
う
ち
九
首
（
添
削
10･

18･

24･

25･

51

･

53･

66･

71･

93
）
が
取
ら
れ
て
い
な
い
。

　

代
わ
り
に
撰
ば
れ
て
い
る
和
歌
は
十
首
（
百
首
002･

007･

034･

036･

039

･

047･

051･

065･

073･

016
）
で
あ
り
、
う
ち
007･

034
が
小
字
で
補
入
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
可
勝
」
の
和
歌
に
番
わ
れ
て
負
け
た
和
歌
と
し

て
六
首
（
036･

039･

047･

065･

073･

016
）
が
取
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
2
、
添
削
表
現
の
変
更

　

飛
鳥
井
雅
章
の
添
削
折
紙
で
は
「
可
勝
」
と
評
価
し
て
い
る
和
歌
は
七

首
（
添
削
29･

31･

38･

52･

56･

63･

97
）
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
和
歌

も
百
首
に
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
添
削
52
の
和
歌
「
色
ま
が
ふ
」

（
一
三
四
首
070
）
は
「
雪
中
鷺
」
題
三
首
あ
る
中
で
「
可
勝0

候
」
と
評
価

さ
れ
て
い
る
が
、
病
中
吟
詠
百
首
の
「
雪
中
鷺
」
題
で
は
「
色
ま
が
ふ
」

の
和
歌
（
百
首
062
）
の
み
が
撰
出
さ
れ
「
可
聞0

候
」
と
変
え
ら
れ
て
い
る
。

〈
表
4
〉『
愚
詠
独
吟
』
の
変
更
本
文
（
　
　
が
異
な
る
箇
所
、　
　
は
見
せ
消
ち
）

　
　
　
閑
居
　
　（
家
集
ｂ
240
→
一
三
四
首
027｢

草
の
戸｣

）

①�

秋
も
へ
ぬ
む
く
ら
露
け
き
かく

さと
の
戸
は
さ
せ
て
ふ
む
し
の
こ
ゑ
に
ま
か
せ
て

　
　
　
暮
秋
　
　（
家
集
ｂ
131
→
一
三
四
首
031｢

は
か
な
き｣

）

②�

ま
せ
の
う
ち
の
う
つ
ろ
ふ
き
く
の
い
ろ
ま
て
も
の
こ
り
す
く
な
き
秋
そ
か
な
し
き

　
　
　
初
冬
　
　（
家
集
ｂ
139
→
一
三
四
首
035｢

昨
日
は
今
日
の
む
か
し
～
こ
ろ｣

）

③�

い
つ
し
か
に
うき

の
ふ
は
け
ふ
の

つ
り
そ
か
は
る
きむ

か
し
に
て

の
ふ
さ
へ
ふ
り
に
し
秋
と
か
た
る
けこ
ろふ
け
ふ
か
な

　
　
　
　
　
　
　（
家
集
ｂ
140
→
一
三
四
首
036｢

風
の
い
ろ
は
～
こ
の
葉
や｣

）

④�

風
の
い
ろ
の
秋
も
か
は
ら
て
は
け
し
き
は
も
り
の
か
れ
そ
や
冬
を
告
ら
ん

　
　
　
落
葉
　
　（
家
集
ｂ
252
→
一
三
四
首
040｢
す
ゑ
に
か
せ
の
～
森
の｣

）

⑤�

も
み
ち
は
を
こ
す
ゑ
のに

はか
せ
の
か
り
に
ふ
た
つ
み
つ
ふ
き
の
こ
し
た
る
風も
りの
さ
ひ
し
さ

　
　
　
　
　
　
　（
家
集
ｂ
253
→
一
三
四
首
041｢

吹
風
も｣
）

⑥ ふ
く
風
払も
ふ
落
葉
の
後
は
音
た
へ
て
名
の
み
残
れ
る
木
か
ら
し
の
森

　
　
　
　
　
　
　（
家
集
ｂ
275
→
一
三
四
首
054｢

い
つ
し
か
に｣
）

⑦�

おい
つ
し
か
に

し
み
こ
し
木
の
葉
し
く
れ
に
ふ
り
は
て
ゝ
か
け
も
さ
は
ら
ぬ
霜
の
上
の
月

　
　
　
懐
旧
　
　（
家
集
ｂ
325
→
一
三
四
首
103｢

忍
ふ
か
な｣

）

⑧�

お
り
ふ
し
の
こ
と
を
あ
ま
た
に
忍
はか

なる
ゝ
ま
た
遠
か
ら
ぬ
む
か
し
な
れ
と
も

　
　
　
懐
旧
非
一
（�

家
集
ｂ
291
→
一
三
四
首
108｢

い
つ
れ
～
身
の
む
か
し
さ
へ

あ
ま
た｣

）

⑨�

あ
ら
ま
し
を
お
も
ひ
い
てつ

れゝ

は
遠
か
ら
ぬ
こみ

の
む
か
し
さ
へ
あ
ま
た

そ
お
と
ゝ
し
も
さ
ら
に
恋
し
き
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3
、
訂
正
本
文
の
採
用

　

詠
草
一
三
四
首
で
は
飛
鳥
井
雅
章
に
よ
る
和
歌
の
訂
正
本
文
を
各
句
の

横
に
朱
で
加
筆
し
て
い
る
が
、
病
中
吟
詠
百
首
で
は
訂
正
本
文
を
採
用
し

て
原
作
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
添
削
折
紙
か
ら

詠
草
一
三
四
首
へ
の
転
記
漏
れ
の
部
分
（
表
2
①
②
な
ど
）
は
反
映
さ
れ

て
い
な
い
。
例
え
ば
、
百
首
020
は
全
文
訂
正
の
和
歌
で
あ
る
が
、「
こ
の

夕
へ
…
」
の
和
歌
の
頭
に
「
＼
引
直
シ
」
と
あ
り
、
題
の
下
に
は
「
⃝
郭本

公
…
」
の
和
歌
が
小
字
で
補
入
さ
れ
原
作
を
示
す
「
本
」
が
付
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
原
作
に
は
合
点
が
な
く
全
文
訂
正
の
和
歌
で
あ
る
の
で
撰
歌
に

迷
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
結
局
は
雅
章
に
よ
る
全
文
訂
正
の
和
歌
の
方
を

引
用
し
直
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
点
も
、
百
首
に
お
け
る
撰
歌
の
推
敲
あ
と
と
考
え
ら
れ
、

池
田
家
旧
蔵
本
が
草
稿
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
4
、
歌
序
の
変
更

　

添
削
折
紙
の
61
「
歳
暮
懐
旧
」･

62
「
歳
暮
恋
」
の
順
に
対
す
る
詠
草

一
三
四
首
で
は
082
「
後 

歳
暮
恋
」･

083
「
始 

歳
暮
懐
旧
」
と
あ
り
、
題

の
上
に
朱
で
「
後
」「
始
」
を
加
筆
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
百
首
で

は
071
「
歳
暮
懐
旧
」・
072
「
歳
暮
恋
」
と
な
っ
て
お
り
、
雅
章
の
指
摘
通

り
の
順
に
変
更
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
詠
草
一
三
四
首
118
以
降
の
最
後
十
七
首
（
春
題
）
の
部
分
に
つ

い
て
、
118
～
127
は
「
詠
五
首
和
歌
」
と
し
て
五
題
で
各
二
首
ず
つ
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
127
と
128
の
間
に
は
二
行
分
の
空
白
が
あ
る
。〈
表
5
〉
に
示

し
た
よ
う
に
、
最
後
十
七
首
は
寛
文
十
～
十
一
年
の
歌
稿
を
集
め
る
家
集

ａ
ｂ
に
取
ら
れ
て
お
ら
ず
、
春
題
の
追
加
を
意
図
し
た
部
分
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
対
す
る
病
中
吟
詠
百
首
で
は
、〈
表
5
〉
に
示
し
た
よ
う
に
、

百
首
006
～
018
と
し
て
春
題
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
5
、
和
歌
表
現
の
推
敲
あ
と

　

病
中
吟
詠
百
首
だ
け
の
加
筆
部
分
が
三
箇
所
存
在
す
る
。
033
「
音
な
くら

て
」・
094
「
思忍

ふ
い
に
し
へ
」
は
誤
字
の
訂
正
か
も
し
れ
な
い
が
、

　
　
005
＼
い
つ
し
か
に
雪
け
催
す
曙
の
雲
も
か
す
み
に
うに

ほ

ふ
つ
る
山
の
は

と
あ
る
「
に
ほ
ふ
」
の
本
文
は
百
首
歌
を
制
作
す
る
際
の
推
敲
の
あ
と
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
詠
草
一
三
四
首
068
の
結
句
「
雪
そ
た＼

た
ゆ
た
ふ
カ

ゝ
よ
ふ

カ
」
の
書
き
入
れ

は
墨
書
で
、
添
削
折
紙
に
は
指
摘
が
な
い
の
で
、
詠
草
一
三
四
首
だ
け
の

記
述
で
あ
る
。
対
す
る
百
首
061
で
は
「
雪
そ
た
ゆ
た
ふ
」
の
本
文
を
採
用

し
て
い
る
。
百
首
撰
出
の
際
の
書
き
入
れ
の
可
能
性
が
あ
る
。

六
、
池
田
綱
政
詠
草
一
三
四
首
の
摂
取
和
歌

　

綱
政
は
ど
の
よ
う
な
和
歌
を
参
考
に
し
詠
作
し
て
い
る
の
か
、
摂
取
し
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た
和
歌
の
主
な
も
の
を
挙
げ
る
（

以
下
、
綱
政
の
詠
草
以
外
は
新
編
国
歌
大
観

D
V

D
-RO

M

に
依
り
、
漢
字
を
当
て
た
部
分
が
あ
る
。）。

　
①
夜
も
す
が
ら
独
ふ
る
や
の
雨
そ
そ
き
余
り
な
る
ま
で
忍
ぶ
古
（
109
）

　
　
　

催
馬
楽
「
東
屋
」、「
五
月
雨
は
ま
や
の
軒
端
の
雨
そ
そ
き
余
り
な

る
ま
で
ぬ
る
る
袖
か
な
」（
新
古
今
集
・1492

・
藤
原
俊
成
）

　
②
色
紛
ふ
雪
の
ふ
る
江
の
朝
風
に
身
の
毛
乱
れ
て
立
て
る
白
鷺
（
070
）

　
　

 

「
す
ご
き
か
な
賀
茂
の
河
原
の
朝
風
に
身
の
毛
乱
れ
て
鷺
立
て
る
め

り
」（
慈
円
・
拾
玉
集888
）

　
③
偽
の
こ
れ
も
な
き
世
の
春
霞
た
が
ま
こ
と
よ
り
立
初
む
ら
ん
（
003
）

　
　

 

「
偽
の
な
き
世
な
り
け
り
神
な
月
た
が
ま
こ
と
よ
り
時
雨
れ
そ
め
け

ん
」（
藤
原
定
家
・
拾
遺
愚
草2408
）

　
④
高
根
よ
り
い
つ
織
か
け
て
山
姫
の
月
に
さ
ら
せ
る
布
引
の
滝
（
020
）

　
　

 「�

山
姫
の
手
に
た
ゆ
か
ら
ず
織
り
か
け
て
さ
ら
す
や
い
く
世
布
引
の

滝
」（
飛
鳥
井
雅
親
・
亜
槐
集1017

）

　
⑤
詠
や
る
す
ゑ
白
雲
に
続
け
ど
も
霞
隔
つ
る
武
蔵
野
の
原
（
118
）

　
　

 「�

今
宵
も
や
を
か
や
が
も
と
に
仮
寝
せ
む
す
ゑ
白
雲
の
武
蔵
野
の

原
」（
常
縁
集381

）

　
⑥
暮
毎
に
あ
だ
な
る
年
は
身
に
つ
み
て
昔
の
遠
く
成
ぞ
は
か
な
き
（
083
）

　
　

 

「
雪
降
り
て
暮
行
く
年
の
数
毎
に
昔
の
遠
く
な
る
ぞ
悲
し
き
」（
風

葉
集443

わ
が
身
に
た
ど
る
の
后
宮
宰
相
）

　
⑦
心
に
も
あ
ら
で
浮
世
に
住
む
程
は
死
な
ぬ
薬
も
何
に
か
は
せ
ん
（
101
）

　
　

 

「
あ
ふ
こ
と
の
涙
に
う
か
ぶ
我
が
身
に
は
死
な
ぬ
薬
も
何
に
か
は
せ

む
」（
風
葉
集570

、
竹
取
物
語15

）

　

以
上
の
よ
う
に
、
池
田
綱
政
は
藤
原
俊
成
・
定
家
・
慈
円
・
飛
鳥
井
雅

親
な
ど
歌
人
の
詠
歌
だ
け
で
は
な
く
、物
語
の
和
歌
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

林
原
美
術
館
の
岡
山
藩
池
田
家
旧
蔵
資
料
に
は
綱
政
筆
の
家
集
（
拾
遺
愚

草
・
拾
玉
集
な
ど
）
の
抜
書
だ
け
で
は
な
く
、
風
葉
集
の
抜
書
も
多
く
あ

り
、
実
際
の
詠
作
の
糧
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

池
田
綱
政
は
ふ
だ
ん
か
ら
歌
書
や
物
語
な
ど
の
書
写
活
動
や
詠
作
活
動

に
努
め
て
い
た
。
寛
文
九
年
頃
か
ら
同
門
の
浅
野
綱
晟
と
の
交
流
が
始
ま

り
、
書
簡
で
飛
鳥
井
雅
章
添
削
の
詠
歌
を
見
せ
て
欲
し
い
と
請
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
池
田
綱
政
は
、
家
集
ａ
ｂ
の
寛
文
十
年
秋
～
同
十
一
年
一
月
の

詠
歌
か
ら
一
一
五
首
を
撰
出
し
て
、
春
題
一
七
首
を
追
加
し
、
最
終
的
に

詠
草
一
三
四
首
に
仕
立
て
て
、
飛
鳥
井
雅
章
に
添
削
し
て
も
ら
う
。

　

そ
し
て
、
雅
章
か
ら
届
け
ら
れ
た
添
削
を
詠
草
一
三
四
首
に
朱
で
加
筆

し
、
そ
の
詠
草
一
三
四
首
か
ら
百
首
を
撰
出
し
て
跋
文
を
加
え
、
病
中
吟

詠
百
首
を
作
成
し
た
。
完
成
し
た
百
首
は
寛
文
十
一
年
八
月
前
半
ま
で
に

は
浅
野
綱
晟
に
披
露
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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資
料
紹
介

〈
表
5
〉
詠
草･

添
削
対
応
表

　
　
・
通
用
の
字
に
し
た
箇
所
や
、
添
削
の
位
置
を
移
動
し
た
箇
所
も
あ
る
。

　
　
・
算
用
数
字
は
各
資
料
内
の
通
し
番
号
。

　
　
・
×
は
当
該
歌
な
し
、
＊
は
出
典
不
明
を
表
す
。

　
　
・
家
集
ａ
は
『
愚
詠
下
書 

甲
』（
書
跡284-21-1

）

　
　
・
家
集
ｂ
は
『
愚
詠
独
吟
』（
書
跡295-4-2

）

　
　
・
添
削
は
「
飛
鳥
井
雅
章
自
筆
添
削
折
紙
」（
書
跡275-1

）

　
　
・
百
首
は
「
池
田
綱
政
病
中
吟
詠
百
首
」（
書
跡284-19-1

）

 

池
田
綱
政
詠
草
一
三
四
首
（
書
跡545-10-3

）

家集 ab

添削

百首

　
・
ゴ
チ
…
歌
題
（
二
字
下
げ
）・
和
歌
（
一
首
二
行
書
）

　
・
＼
は
合
点
。 

・
行
書
体
…
朱
書
き
の
添
削

　
　
愚
詠
　
　
　
綱
政
上

　
　
　
　
年
内
立
春

a001

01＼

001＼

001
＼
白
雪
の
ふ
る
と
し
わ
か
す
今
朝
よ
り
は

　
　 

心
に
春
の
た
つ
か
す
み
か
な

002
　
け
さ
よ
り
は
年
の
内
外
の
へ
た
て
な
く

a066

×

002

　
　 

山
の
は
う
す
く
た
つ
霞
哉

　
　
　
　
立
春

a067

02＼

003＼

003
＼
偽
の
こ
れ
も
な
き
世
の
春
か
す
み

　
　 

た
か
ま
こ
と
よ
り
立
初
む
ら
ん

　
　
　
　
年
内
に
春
立
け
る
む
月
の
つ
い
た
ち
に

004
　
新
玉
の
と
し
よ
り
先
に
春
か
す
み

a068

×

×

　
　 

た
ち
な
る
ゝ
色
も
け
さ
そ
の
と
け
き

005
＼
年
の
内
に
春
は
き
ぬ
れ
と
月
も
日
も

　
　 

け
ふ
を
は
し
め
の
空
そ
の
と
け
き

a070

03＼

004＼

⎱ ⎜ ⎜ ⎜ ⎜ ⎜ ⎜ ⎜⎱

　
　
　
　
初
春

006
＼
い
つ
し
か
に
雪
け
催
す
明
ほ
の
ゝ

　
　 

雲
も
か
す
み
に
う
つ
る
山
の
は

a002

04＼

005＼

　
　
　
　
鶯

007
＼
窓
近
き
庭
の
梅
か
え
さ
か
ぬ
ま
も

　
　 

ま
つ
こ
ゑ
に
ほ
ふ
春
の
う
く
ひ
す

a081＼

05＼

008＼

008
　
谷
の
戸
の
名
残
や
い
か
に
竹
に
ふ
し

　
　 

花
に
む
つ
る
ゝ
春
の
鶯

a082

×

007

　
　
　
　
早
春
鶯

a074

×

×

009
　
咲
あ
へ
ぬ
花
を
い
さ
め
て
鶯
の

　
　 

を
の
か
時
し
る
け
さ
の
初
こ
ゑ

　
　
　
　
朝
鶯

010
＼
閨
の
戸
を
ゝ
し
明
か
た
の
軒
は
よ
り

　
　 

あ
さ
ゐ
い
さ
む
る
鶯
の
こ
ゑ

a083＼

06＼

009＼

011
　
朝
ほ
ら
け
す
か
た
や
い
つ
こ
ね
や
ち
か
く

　 

　
か
す
み
に
も
る
ゝ
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ

a084

×

×

　
　
　
　
雪
中
鶯

b302

×

×

012
　
や
と
り
す
る
竹
を
夜
の
ま
に
降
つ
み
て

　
　 

ゆ
き
に
こ
ゑ
あ
る
窓
の
う
く
ひ
す

　
　
　
　
雪
中
若
菜

a071

07＼

011＼

013
＼
降
雪
も
ひ
と
つ
た
も
と
に
つ
み
そ
へ
ぬ

　
　 

沢
辺
の
ね
せ
り
野
へ
の
わ
か
な
に

　
　
　
　
梅

b320

08＼

012＼

014
＼
鶯
の
こ
ゑ
の
に
ほ
ひ
は
や
と
り
す
る

　
　 

む
め
か
香
よ
り
や
う
つ
り
初
け
む
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花
有
遅
速

a011

09＼

019＼

015
＼
あ
か
す
猶
春
は
こ
ゝ
ろ
を
尽
せ
と
やて

 

　
　
を
く
れ
さ
き
た
つ
花
のに
や
有
ら
ん

情
に
　
　

　
　
　
　
古
宅
郭
公
　
聞
え
候
乍
去
一
二
句
の
つ
ゝ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
と
書
た
る
や
う
に
候

a006

10

×

016
　
時
鳥
か
た
ふ
く
軒
の
立
は
な
に

 

　
　
か
を
な
つ
か
し
み
を
ち
か
へ
り
な
く

　
　
　
　
人
伝
聞
時
鳥

b231

11

020

017
　�

ほこ
の
夕
へ

と
ゝ
き
す
あき
ゝ
て
も
あ
や
な

な
あ
や
に
く
に
に
山ほ
と
ゝ
き
す

か
つ
の

 

　
　
か人
つ
て
な
ら
ぬ

た
り
つ
た
へ
の
け一
こ
ゑ
も
か
な

さ
の
は
つ
音
は

　
　
　
　
山
家
霧

b121

12＼

021＼

018
＼
煙
か
と
み
れ
は
ふ
も
と
の
ゆ
ふ
き
り
に

　
　 

軒
は
く
れ
行
松
の
下
い
ほ

　
　
　
　
田
家
月

019
＼
露
な
か
ら
ま
は
ら
に
む
す
ふ
小
山
田
の

　
　 

庵
は
月
も
も
り
あ
か
し
け
り

b239

13＼

022＼

　
　
　
　
月
照
瀧

b296

14＼

023＼

020
＼
高
ね
よ
り
い
つ
織
か
け
て
山
姫
の

　
　 

月
に
さ
ら
せ
る
布
引
の
滝

　
　
　
　
月
前
霧

＊
15＼

024＼

021
＼�

た中
空
は
ち
こ
め
て
庭か
せ
や
吹
ら
ん

の
こ
す
ゑ
は
わさ
し
い
つ
る

か
ね
と
も

 

　
　
月
に
さ
は
ら
ぬ
夜
は
の
秋
き
り

　
　
　
　
庭
月
　 

聞
え
候
か

b315

16

025

022
　
色
香
あ
る
花
の
ま
か
き
も
八
重
葎

 

　
　
し
け
れ
る
庭
も
月
は
へ
た
て
す

　
　
　
　
閑
居
月

b316

17＼

026＼

023
＼
ま
れ
に
た
に
分
も
な
ら
は
ぬ
庭
な
れ
は

　
　 

つ
ゆ
の
ま
に
／
＼
や
と
る
月
影

　
　
　
　
遠
村
秋
月
　
夕
霧
深
隔
タ
ル
里
に
て
候
は
ゝ
月
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
は
れ
か
た
く
候
は
ん
か

a005

18

×

024
　
山
も
と
は
夕
霧
ふ
か
く
へ
た
て
ゝ
も

　
　 

月
に
あ
ら
は
る
ゝ
里
の
一
む
ら

　
　
　
　
船
中
月
　
　
中
字
ノ
心
す
く
な
く
候
か

b317

19

027

025
　
月
夜
に
は
空
も
波
路
も
ひ
と
つ
に
て

　
　 

こ
ゝ
ろ
に
は
か
る
船
の
行
す
ゑ

　
　
　
　
虫

b125

×

×

026
　
や
ゝ
ふ
け
ぬ
か
こ
と
か
ま
し
き
虫
の
音
も

　
　 

猶
こ
の
こ
ろ
は
遠
さ
か
り
ゆ
く

　
　
　
　
閑
居
虫

b240

20＼

028＼

027
＼
秋
も
へ
ぬ
む
く
ら
つ
ゆ
け
き
草
の
戸
は

　
　 

さ
せ
て
ふ
む
し
の
こ
ゑ
に
ま
か
せ
て

　
　
　
　
秋
夕

b134

×

×

028
　
何
と
な
く
心
ほ
そ
さ
も
む
し
の
音
も

　
　 

あ
は
れ
は
あ
き
の
夕
暮
の
空

　
　
　
　
隣
家
擣
衣

b171

21＼

029＼

029
＼
中
垣
を
へ
た
つ
る
と
て
も
隔
て
ぬ
は

　
　 

お
な
し
夜
寒
に
衣
う
つ
音

　
　
　
　
白
菊

b129

22＼

030＼

030
＼
咲
に
ほ
ふ
ま
か
き
の
菊
の
有
か
中
に

　
　 

色
な
き
い
ろ
の
花
そ
め
か
れ
ぬ
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暮
秋
菊

b131

23＼

031＼

031
＼
ま
せ
の
中
の
う
つ
ろ
ふ
き
く
の
色
ま
て
も

　
　 

残
す
く
な
き
秋
そを
し
そ
お
も
ふ

は
か
な
き

　 

　 

　
森
の
木
の
柴
の
う
す
く
色

　
　
　
　
つ
き
し
を
み
て
　
さ
へ
ト
云
詞
無
詮
候
か

b135

24

×

032
　
時
雨
さ
へ
め
く
る
た
え
ま
の
ほ
と
み
え
て

　
　 

ま
た
一
し
ほ
の
も
り
の
紅
葉
ゝ

　 

　 

　
夕
山
紅
葉
　 

下
ノ
句
龍
田
の
謡
ニ
候
歌
下
句
花
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
々
と
の
か
は
り
迄
に
て
同
意
候
惣
別

　
　　

　
　
　
　
　
　
謡
な
と
の
心
詞
は
用
捨
い
た
す
事
候

033
　
山
の
み
な
う
つ
り
て
け
ふ
の
色
こ
き
は

　
　 

夕
日
や
木
々
の
時
雨
な
る
ら
ん

b144

25

×

　
　
　
　
初
冬

b138

×

×

034
　
言
の
葉
の
露
を
か
た
み
に
秋
く
れ
て

　
　 

し
く
れ
催
す
冬
は
き
に
け
り

035
　
い
つ
し
か
に
昨
日
は
今
日
の
む
か
し
に
て

　
　 

ふ
り
に
し
秋
と
か
た
る
こ
ろ
哉

b139

×

×

036
＼
風
の
い
ろ
は
秋け
さ
よ
り
こ
と
に

に
か
は
ら
て
は
け
し
きく
ては

　
　 

森
の
こ
の
葉
や
冬
を
つ
く
覧

b140

26＼

032＼

　
　
　
　
夜
時
雨

b223

27＼

033＼

037
＼
木
の
葉
か
と
き
け
は
あ
ら
し
の
音
もな
く
て
な
し

　
　 

一
む
ら
し
く
れ
夜ゆ
め
さ
そ
ふ
な
り

は
の
枕
に
　

　
　
　
　
落
葉

b155

×

034

038
　
あ
や
に
く
の
世
は
こ
れ
の
み
か
木
の
葉
さ
へ

　
　 

お
し
め
は
は
ら
ふ
山
お
ろ
し
の
風

039
＼
夜
の
ほ
と
の
あ
ら
し
の
あ
と
は
時
雨
て
も

　
　 

け
ふ
は
そ
め
ま
す
木
の
葉
や
は
あ
る

b142

28＼

035＼

　
　
　
　
杜
落
葉

b252

×

036

040
　
紅
葉
ゝ
を
こ
す
ゑ
に
か
せ
の
二
つ
三
つ

　
　 

吹
残
し
た
る
森
の
さ
ひ
し
さ

041
　
吹
風
も
落
は
の
後
は
音
た
え
て 

此
歌
可
勝
候

　
　 

名
の
み
の
こ
れ
る
木
枯
の
も
り

b253

29

037

　
　
　
　
夕
落
葉

b227

30＼

038＼

042
＼
か
き
り
あ
れ
は
風
の
さ
そ
は
ぬ
夕
暮
も

　
　 

し
つ
こ
ゝ
ろ
な
く
ち
る
も
み
ち
か
な

　
　
　
　
残
菊

b157

×

039

043
　
人
の
よ
も
か
く
こ
そ
有
け
れ
い
ろ
も
か
も

　
　 

つ
く
し
は
て
た
る
菊
の
哀
さ

044
　
霜
を
た
に
い
と
ひ
し
比
は
ゆ
め
な
れ
や

　
　 

見
し
に
も
あ
ら
ぬ
白
き
く
の
花
　
此
御
詠
可
勝
候

b127

31

040

　
　
　
　
枯
野 

　
両
首
と
も
に
め
つ
ら
し
く
存
候

b174

32＼

041＼

045
＼
虫
の
音
も
秋
の
に
し
き
も
色
か
へ
て

 

　
　
か
れ
野
に
残
る
風
そ
さ
ひ
し
き

046
＼
見
る
人
の
哀
を
ま
ね
く
花
す
ゝ
き

　 

　
つ
ゝ
り
の
袖
に
霜
を
ふ
か
め
て

b306

33＼

042＼

　
　
　
　
氷 

　
　
是
又
両
首
と
も
に
よ
ろ
し
く
存
候

b243

34＼

043＼

047
＼
山
風
に
も
ろ
き
木
の
葉
を
吹
入
て

　
　 
よ
と
む
か
け
ひ
や
先
氷
る
ら
ん

048
＼
春
の
田
の
な
わ
し
ろ
水
の
そ
れ
な
ら
て

 

　
　
冬
も
な
か
れ
を
せ
く
氷
か
な

b246

35＼

044＼
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田
氷 

　
み
た
て
あ
た
ら
し
く
存
候

b312

36＼

045＼

049
＼
か
り
す
て
し
深
田
の
面
の
た
ま
り
水

　
　 

む
ら
／
＼
こ
ほ
る
冬
の
明
ほ
の

　
　
　
　
冬
夕

b267

37＼

046＼

050
＼
哀秋
よ
り
も

さ
は
いあ
は
れ
そ
ま
さ
る

つ
は
あ
れ
と
も
冬
か
れ
の

　
　 

い
ろ
な
き
庭
の
ゆ
ふ
く
れ
の
空

　
　
　
　
冬
月

b283

×

047

051
　
ね
や
の
戸
の
い
つ
く
も
り
て
か
手
枕
に

　
　 

う
つ
る
も
さ
ゆ
る
冬
の
夜
の
月

　 

　
┌
此
歌
可
勝
源
氏
槿
ノ
巻
ノ
事
委
細
に
有
言
長
故
略

052
　
さ
は
る
へ
き
木
の
葉
は
散
し
跡
な
か
ら

 

　
　
夜
さ
む
の
か
せ
や
月
の
く
ま
な
る

b158

38

048

053
　
色
ま
か
ふ
庭
の
か
れ
ふ
の
月
影
は

　
　 

し
も
を
か
ぬ
よ
も
霜
む
す
ふ
よ
も

b173

×

×

　
　
　
　
霜
上
月
　 

此
三
首
可
然
存
候

b275

39＼

049＼

054
＼
い
つ
し
か
に
木
の
は
し
く
れ
と
降
は
て
ゝ

　
　 

影
も
さ
は
ら
ぬ
霜
の
上
の
月

055
　
さ
ひ
し
さ
の
色
と
そ
み
ゆ
る
冬
か
れ
の

 

　
　
か
け
も
あ
さ
ち
の
霜
の
上
の
月

b276

×

051

056
＼
秋
に
み
し
お
も
か
け
な
か
ら
冬
の
野
は

　
　 

影
す
さ
ま
し
き
霜
の
上
の
月

b277

40＼

050＼

057
　
影
う
つ
る
池
の
か
ゝ
み
の
う
す
氷

　
　 

さ
ら
て
も
し
ろ
き
霜
の
上
の
月

b278

×

×

058
＼
風
さ
む
み
入
江
に
残
る
み
た
れ
あ
し
の

　
　 

か
れ
は
を
わ
た
る
霜
の
上
の
月

b281

41＼

052＼

　
　
　
　
雪
　
　
　
両
首
可
然
存
候

a024

42＼

053＼

059
＼
ゆ
き
お
れ
は
あ
や
し
けと
お
も
へ
と

れ
と
も
木
の
も
と
に

　
　 

あ
と
つ
け
わ
ひ
て
え
こ
そ
は
ら
は
ね

060
　
こ
す
ゑ
よ
り
風
に
ち
り
く
る
庭
の
面
は

　
　 

は
な
ゝ
き
あ
と
の
花
の
し
ら
ゆ
き

a025

×

×

061
＼
あ
か
す
み
る
雪
ふ
み
分
て
と
ふ
人
は

　
　 

な
さ
け
に
に
た
る
つ
ら
さ
成な
ら
す
や

け
り
　

　 

　
　 

　
　
　
　
な
り
け
り
の
詞
今
は
不
読
事
候

a026

43＼

054＼

　
　
　
　
初
雪
　
　
白
萩
の
心
に
候

a028

44

055

062
　
か
れ
て
た
に
も
と
あ
ら
の
こ
は
き
又
秋
の

　
　 

お
も
か
け
み
す
る
け
さ
の
初
ゆ
き

　
　
　
　
夜
初
雪
　
初
雪
ノ
心
う
す
く
候
た
ゝ
夜
雪
と
計
可
然
候

063
　
し
つ
か
成
よ
ひ
の
こ
さ
め
の
を
や
み
よ
り 

　

　
　 

暁
ち
か
く
ふ
れ
る
し
ら
ゆ
き

a021

45

056

　
　
　
　
水
路
新
雪
　
　
よ
ろ
し
く
存
候

a004

46＼

057＼

064
＼
け
さ
は
ま
た
船
も
か
よ
は
ぬ
川
淀
の

　
　 

氷
の
う
へ
に
つ
も
る
は
つ
雪

　
　
　
　
月
前
雪

a054

47＼

058＼

065
＼
雪
に
移
る
し
は
す
の
月
も
う
と
ま
れ
す

 

　
　
まは
る
あ
き
の
花
の

た
は
る
あ
き
の
お
よ
ふ
色
か
は

　
　
　
　
社
頭
雪

a036

48＼

059＼

066
＼
神け
さ
の
あ
さ
け

も
さ
そ

清かみ
も
こ
ゝ
ろ

き

心
の
き
よ
か
ら
ん

　
　 
ゆ
き
の
し
ら
ゆ
ふ
か
くゝ
る
み
つ
か
き

る
あ
し
た
は
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雪
後
雨
　
　
め
つ
ら
し
く
存
候

a037

49＼

060＼

067
＼
あ
と
を
た
に
い
と
ひ
し
も
の
を
庭
の
雪
に

　
　 

い
た
く
な
ふ
り
そ
夕
暮
の
雨

　
　
　
　
海
辺
雪
　
　
御
作
意
め
つ
ら
し
く
存
候

b272

50＼

061＼

068
＼
浦
近
く
つ
な
け
る
船
に
降
つ
み
て

　
　 

氷
ら
ぬ
浪
に
雪
そ
た／た
ゆ
た
ふ
カ

ゝ
よ
ふ
カ

　
　
　
　
雪
中
鷺
　 

雪
の
中
の
中
の
字
不
慥
候

　
　
　
　
　
　
　 

　
中
は
程
へ
た
る
心
に
候

b307

51

×

069
　
降
そ
め
て
ま
た
ほ
と
も
な
き
夕
暮
に

　
　 

ゆ
き
つ
む
ゝ
ら
の
杜
の
白
鷺

070
　
色
ま
か
ふ
雪
の
ふ
る
江
の
朝
風
に 
此
歌
可
勝
候

　
　 

み
の
け
み
た
れ
て
た
て
る
し
ら
さ
き

b308

52

062

071
　
河
よ
と
の
氷
の
う
へ
に
た
つ
さ
き
の

　
　 

ひ
と
つ
に
見
ゆ
る
雪
の
明
ほ
の
　
結
句
制
詞

b309

53

×

　
　
　
　
雪
中
灯

a022

54＼

063＼

072
＼
とま
ど
の
ゆ
き
に

も
し
火
も
窓ね
や
の
と
も
し
火

の
ゆ
き
に
や
移か
ゝ
や
き

ろ
ひ
て

　
　 

か
す
か
な
る
比
の
幽
に
も
な
き

　
　
　
　
雪
埋
竹

b241

55＼

064＼

073
＼
呉
竹
の
ま
と
う
つ
音
の
し
つ
け
き
は

　
　 

あ
ら
し
や
よ
は
の
雪
を
も
る
ら
ん

　
　
　
　
雪
中
懐
旧

a046

×

065

074
　
雪
も
よ
に
ふ
り
に
し
こ
と
を
か
き
つ
め
て

　
　 

忍
ふ
な
み
た
も
今
朝
そ
氷
れ
る

075
　
ゆ
き
と
く
る
軒
の
し
つ
く
の
音
よ
り
は

　
　 

ふ
る
き
を
忍
ふ
数
そ
ま
さ
れ
る
　
此
御
詠
可
勝

a045

56

066

　
　
　
　
歳
暮

a038

×

×

076
　
行
を
送
り
く
る
を
む
か
ふ
る
と
し
な
み
の

　
　 

は
や
せ
も
わ
か
す
な
に
い
そ
く
ら
ん

077
＼
いこ
と
は
り
や

か
は
か
り
け
ふ
の
日
を
た
に
惜
む
身
の

　
　 

ま
し
て
な
れ
に
し
年
の
な
こ
り
は

a048

57＼

067＼

078
　
思
出
の
有
に
も
あ
ら
す
春
秋
を

　
　 

あ
た
に
み
そ
ち
の
歳
の
暮
か
な

a049

×

×

079
＼
い
に
し
春
の
又
た
ち
か
へ
る
と
は
か
り
に

　
　 

こ
と
あ
ら
た
め
て
何
い
そ
く
ら
ん

a039

58＼

068＼

080
　
ま
き
つ
め
し
暦
の
す
ゑ
に
残
る
日
の

　
　 

か
す
さ
へ
お
し
き
年
の
く
れ
か
な

　
　 

　
　 

　
面
白
候
光
広
卿
歌
同
意
に
も
可
成
候
は
ん
や

a060

59

069

　
　
　
　
歳
暮
雪 

　 

聞
え
候
は
ん

a059

60

070

081
　
ふ
り
侘
る
身
に
は
と
ま
り
て
行
年
の

　
　 

あ
と
は
ゆ
き
に
も
見
え
ぬ
け
ふ
哉

　
　 

　
後 

歳
暮
恋

a061

62＼

072＼

082
＼
今
日
ま
て
も
猶
さ
り
と
も
と
た
の
め
つこ
し
かる

　

　
　 

人
は
つ
れ
な
く
年
そ
く
れ
ぬ
る

　
　 

　
始 

歳
暮
懐
旧

＊
61＼

071＼

083
＼
暮
こ
と
に
あ
た
な
る
と
し
は
み
に
つ
み
て

　
　 

む
か
し
の
と
を
く
成
そ
は
か
な
き

　
　
　
　
除
夜

a050

×

073

084
　
今
夜
ま
て
い
と
な
み
し
け
き
世
中
の

　
　 

明
ほ
の
よ
り
や
し
つ
け
か
る
ら
ん
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085
　
門
に
た
つ
る
竹
の
一
よ
の
ふ
し
の
ま
や

　
　 
冬
と
春
と
の
へ
た
て
成
ら
ん 

　
此
御
詠
可
勝

a051

63

074

　
　
　
　
述
懐

a007

64＼

076＼

086
＼
し
つ
や
か
に
世
を
の
か
れ
て
も
い
か
な
ら
ん

　
　 

う
き
は
身
に
そ
ふ
報
な
り
せ
は

　
　 

　
　 

　
よ
そ
よ
り
は
う
か
る
へ
き
御
身
と
は
不
被
存
候

　
　 

　
　 

　
い
か
ゝ
無
心
え
事
候

087
＼
う
き
事
の
も
し
か
は
る
や
と
は
か
な
く
も

　
　 

こ
の
こ
ろ
ま
て
は
世
を
た
の
め
つ
る

a014

65＼

077＼

088
　
た
の
む
へ
き
か
た
こ
そ
な
け
れ
な
を
か
ら
ぬ

　
　 

世
に
も
む
さ
ふ
る
人
の
こ
ゝ
ろ
は

a016

66

×

089
＼
よ
も
き
ふ
の
心
の
ま
ゝ
の
世
中
を

　
　 

た
れ
あ
さ
ま
し
と
み
る
人
も
な
し 

お
も
し
ろ
く
存
候

a031

67＼

075＼

090
＼
つ
ら
き
と
て
さ
の
み
歎
か
し
世
中
の

　
　 

な
く
さ
む
こ
と
も
う
き
よ
り
そ
し
る
　
同
前
に
候

b269

68＼

078＼

091
＼
明
日
も
又
同
し
こ
と
に
て
く
れ
は
て
ん 

　
　 

昨
日
も
け
ふ
も
何
か
か
は
れ
る
　 

　
尤
に
候

b268

69＼

079＼

092
＼
物
思
へ
は
か
き
な
す
こ
と
の
を
の
つ
か
ら

　
　 

そ
の
色
ふ
し
も
音
に
か
よ
ひ
け
り

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
氏
物
語
の
心
に
も
可
通
候

b220

70＼

080＼

093
　
有
て
う
き
身
は
あ
た
波
の
う
つ
せ
か
い

　
　 

か
ら
き
世
に
し
も
い
つ
ま
て
か
へ
ん

　
　
　
　
　 

　
　
　
聞
え
候
但
か
ら
き
世
用
捨
可
有
事
候

b221

71

×

094
　
我
か
ら
と
も
に
住
虫
の
み
を
そ
思
ふ

　
　 

や
す
く
ふ
る
世
も
か
ら
く
ふ
る
世
も

b216

×

×

095
＼
何
を
き
ゝ
何
を
見
る
に
も
世
中
は

　
　 

心
の
ほ
か
の
な
く
さ
め
そ
な
き
　
　
尤
に
候

b217

72＼

081＼

096
＼
覚
や
ら
ぬ
心
の
や
み
の
迷
ひ
よ
り

　
　 

物
に
お
と
ろ
く
夢
の
世
中
　
お
も
し
ろ
く
存
候

b193

73＼

082＼

097
　
か
き
あ
つ
め
み
る
も
か
ひ
な
し
お
ろ
か
成

　
　 

心
な
ら
ひ
の
あ
た
し
言
葉
は

b194

×

×

098
＼
あ
な
は
か
な
け
ふ
も
く
れ
ぬ
と
い
ひ
／
＼
て

　
　 

む
な
し
く
と
し
の
み
に
そ
つ
も
れ
る
　
尤
に
候

b164

74＼

083＼

099
＼
山
か
つ
の
身
に
は
あ
ら
ね
と
い
つ
ま
て
か

　
　 

し
ゐ
を
ひ
ろ
ひ
て
朽
や
は
て
な
ん

　
　
　
　
　
聞
え
候
や
か
て
御
罷
過
可
有
之
候
御
短
通
に
候

a008

75＼

084＼

　
　
　
　
心
ち
例
な
ら
す
な
や
み
か
ち
に
て

　
　
　
　
こ
も
り
ゐ
侍
る
比
よ
み
け
る

　
　
　
　
　
両
首
と
も
に
聞
え
候
御
短
通
に
候
へ
は
御
養
生
の

　
　
　
　
　
か
い
に
も
可
成
候
心
閑
に
御
保
養
専
一
に
存
候

100
　
い
つ
の
よ
の
何
の
報
に
か
く
は
か
り

　
　 

有
に
か
ひ
な
き
身
と
は
成
け
ん

b137

76

085

101
　
心
に
も
あ
ら
て
う
き
世
に
す
む
ほ
と
は

　
　 

し
な
ぬ
く
す
り
も
何
に
か
は
せ
ん

b331

77

086

　
　
　
　
寝
覚
述
懐 

　
人
間
の
な
ら
ひ
何
方
も
如
此
候

b292

78＼

087＼

102
＼
い
か
な
れ
は
は
か
な
き
夢
の
絶
間
に
も

　
　 

あ
ら
ぬ
ね
か
ひ
の
胸
に
み
つ
ら
ん

　
　
　
　
懐
旧 

　
　
　
何
も
同
等
に
よ
ろ
し
く
存
候

b325

79＼

088＼

103
＼
お
り
ふ
し
の
こ
と
を
あ
ま
た
に
忍
ふ
か
な

　
　 

ま
た
遠
か
ら
ぬ
む
か
し
な
れ
と
も
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104
＼
う
き
事
も
そ
の
き
は
ほ
と
は
忘
ら
れ
て

　
　 
や
す
か
り
け
り
と
忍
ふ
い
に
し
へ

b327

80＼

089＼

105
＼
お
り
／
＼
を
思
い
つ
れ
は
こ
ゝ
ろ
ま
て

　
　 

見
る
か
こ
と
く
に
う
か
ふ
い
に
し
へ

b328

81＼

090

106
＼
さ
ま
／
＼
に
う
つ
り
か
は
れ
る
世
中
を

　
　 

お
も
ひ
つ
ら
ね
て
む
か
し
恋
し
き

b329

82＼

091＼

　
　
　
　
独
懐
旧

b290

83＼

092＼

107
＼
忍
ふ
に
も
な
く
さ
め
て
ま
し
思
い
て
ゝ

　
　 

人
に
か
た
ら
ふ
む
か
し
な
り
せ
は

　
　
　
　
懐
旧
非
一

108
＼
あ過
に
し
を

ら
ま
し
を
思
い
つ
れ
は
遠
か
ら
ぬ

　
　 

身
の
む
か
し
さ
へ
あ
ま
た
恋
し
き

b291

84＼

093＼

　
　
　
　
雨
中
懐
旧

a032

85＼

094＼

109
＼
夜
も
す
か
ら
独
ふ
る
や
の
雨
そ
ゝ
き

　
　 

あ
ま
り
な
る
ま
て
忍
ふ
い
に
し
へ

　
　
　
　
山
家 

　 

右
両
首
同
等
に
聞
え
候

b160

86＼

095＼

110
＼
と
ち
は
つ
る
柴
の
あ
み
戸
は
さ
ゝ
か
に
の

　
　 

く
も
の
い
と
す
しち

く
る
人
も
な
し

　
　
　
　
山
家
水

b289

87＼

096＼

111
＼
し
た
ゝ
り
の
す
ゑ
せ
き
入か
けて
山
か
け
に

　
　 

心
も
す
め
る
庭
の
池やり
水

　
　
　
　
披
書
知
昔

b295

88＼

097＼

112
＼
とさ
ま
さ
ま
の

ち
を
け
る
む
か
し
か
た
り
の
筆
の
跡
は

　
　 

み
ぬ
よ
の
こ
と
も
見
る
心
ち
し
て

　
　
　
　
恋

113
＼
いす
ゑ
つ
ゐ
に

か
て
わ
れ
つな
ひ
く
を
も
み
ん

ら
き
と
て
し
も
つわ
か
く
さ
の

ら
か
ら
ん

　
　 

心
み
し
か
き
思
ひ
な
ら
ね
は

b210

89＼

098＼

114
　
聞
初
し
み
そ
め
し
お
り
や
た
ね
な
ら
ん

　
　 

い
ま
分
ま
よ
ふ
葉
山
し
け
山 

　 

聞
え
候

b211

90

099

　
　
　
　
後
朝

b213

×

×

115
　
わ
す
れ
め
や
け
さ
の
又
よ
の
一
こ
と
も

　
　 

あ
か
ら
さ
ま
に
は
い
は
し
と
思
へ
は

116
　
え
も
さ
ゝ
し
そ
の
面
か
け
も
へ
た
つ
や
と

　
　 

を
く
り
て
出
し
閨
の
つ
ま
戸
は

b214

×

×

　
　
　
　
片
思

b162

91＼

100＼

117
＼
つ
れ
な
き
に
さ
ら
は
さ
て
と
も
思
は
れ
ぬ

　
　 

い
か
に
結
ひ
し
中
の
契
そ

　
　
詠
五
首
和
歌
　

　
　
　
　
野
霞

＊
92＼

006＼

118
＼
詠さ
ら
ぬ
た
に

や
る
　
す
ゑ
し
ら
雲
に
つた
ち
つ
ゝ
く

ゝ
け
と
も

　
　 

か
す
み
へ
た
つ
る
武
蔵
の
ゝ
原

119
　
た
と
ら
す
や
か
よ
ひ
な
れ
て
も
春
日
の
ゝ

　
　 

野
守
よ
い
か
に
ふ
か
き
霞
に

　
　 

　
霞
は
八
重
霞
に
て
も
た
と
る
ほ
と
の
事
は
無
之
候
相
伝
事
有

＊
93

×

　
　
　
　
山
家
鶯

＊
×

×

120
　
こ
と
し
け
き
世
に
遠
け
れ
は
う
く
ひ
す
の

　
　 
こ
ゑ
に
は
ち
か
き
谷
の
し
た
庵
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121
＼
人
遠と
は
ぬ
き 

柴
の
戸
ほ
そ
に
な
く
さ
む
は

　
　 
軒
は
に
な
る
ゝ
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ

＊
94＼

010＼

　
　
　
　
梅
薫
風

122
　
た
か
や
と
そ
よ
そ
い
は
な
と
か
過
か
て
の

　
　 

こ
ゝ
ろ
を
さ
そ
ふ
梅
の
し
た
風

＊
×

×

123
＼
さ
そ
ひ
く
る
た
よ
り
に
春
は
し
の
は
る
ゝ

　
　 

梅
さ
く
軒
を
す
く
る
ゆ
ふ
か
せ

＊
95＼

013＼

　
　
　
　
浦
春
月

＊
96＼

014＼

124
＼
す
ま
の
浦
や
あ
ま
の
た
く
も
の
夕
煙

　
　 

さ
ら
て
も
か
す
む
春月
に
わ
り
な
き

の
月
影
　

125
　
波
の
音
も
霞
に
こ
め
て
朧
よ
の

　
　 

い
そ
き
は
う
す
く
移
る
月
か
け

＊
×

×

　
　
　
　
庭
春
雨

＊
97

015

126
　
い
つ
し
か
に
庭
の
か
れ
ふ
の
う
す
も
え
き

　
　 

め
く
み
か
し
こ
き
春
雨
の
中 

　
此
御
詠
可
勝

127
　
庭
た
つ
み
む
ら
／
＼
よ
と
む
雨
の
中
に

　
　 

も
ゆ
る
く
さ
葉
そ
春
の
色
な
る

＊
×

016

　
　
　
　
若
菜

＊
×

×

128
　
袖
の
色
は
み
と
り
な
ら
ね
と
つ
み
入
て

　
　 

わ
か
な
に
そ
む
る
春
の
日
く
ら
し

　
　
　
　
水
辺
梅

＊
×

×

129
　
は
る
風
や
花
の
か
ゝ
み
の
く
ま
な
ら
ん

　
　 

さ
ゝ
ら
波
よ
る
梅
の
し
た
水

　
　
　
　
待
花

＊
×

×

130
　
を
そ
く
と
く
散
を
思
へ
は
山
さ
く
ら

　
　 

ま
つ
ま
そ
花
の
さ
か
り
な
り
け
る

131
＼
と
あや
か
く
と

ら
ま
し
か
く
あ
ら
ま
し
との
み
に

　 

さ
か
ぬ
ま
も

　
　 

花
に
こ
ゝ
ろ
を
尽
し
て
そ
ま
つ

＊
98＼

017＼

　
　
　
　
宿
花

＊
×

×

132
　
八
重
よ
り
も
た
ゝ
山
さ
く
ら
植
を
か
む

　
　 

ひ
と
へ
に
花
を
め
つ
る
や
と
に
は

　
　
　
　
霞
中
花

＊
99＼

018＼

133
＼
た
ち
かな
ひ
く
く
す
霞
も
花
に
に
ほ
ふ
な
り

　
　 

山
さ
く
ら
と
の
明
か
た
の
空

　
　
　
　
帰
雁

＊
×

×

134
　
こ
の
比
は
天
飛
か
り
の
雲
ふ
か
く

　
　 

わ
け
ゆ
く
こ
ゑ
や
名
残
な
る
ら
ん

 

合
点
七
十
三
首 

内
褒
美
二
十
四
首 

可
聞
十
五
首

［
付
記
］貴

重
な
資
料
の
閲
覧
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
林
原
美
術
館
の
ご
厚
情

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
ふ
く
ど
め
　
た
ま
み
／
本
学
非
常
勤
研
究
員
）






